古文における「奇渋」 : 宋祁に対する評価を中心に by 渡部, 雄之
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古
文
に
お
け
る
「
奇
渋
」
―
宋
祁
に
対
す
る
評
価
を
中
心
に
―渡
部
雄
之
一
は
じ
め
に
北
宋
の
文
人
、
政
治
家
で
あ
る
宋
祁
（
九
九
八
～
一
〇
六
一
）
は
、
兄
の
宋
庠
（
九
九
六
～
一
〇
六
六
）
と
と
も
に
若
く
し
て
科
挙
に
上
位
で
合
格
し
、
当
時
「
二
宋
」
と
称
さ
れ
た
。『
宋
史
』
の
伝
に
「
祁
兄
弟
皆
以
文
學
顯
、
而
祁
尤
能
文
。」（
祁
兄
弟
皆
文
學
を
以
て
顯
は
れ
、
而
し
て
祁
尤
も
文
を
能
く
す
。）
と
あ
る
よ
う
に
、
特
に
そ
の
文
才
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
た
が
、
詩
人
と
し
て
も
そ
の
佳
句
が
喧
伝
さ
れ
る
な
ど
、
宋
代
の
文
学
を
考
え
る
上
で
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
宋
祁
は
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
と
と
も
に
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
携
わ
っ
て
お
り
、
列
伝
百
五
十
巻
は
ほ
と
ん
ど
彼
の
手
に
な
る
。そ
し
て
、宋
祁
の
文
章
に
対
す
る
後
世
の
評
価
は
、
常
に
こ
の
『
新
唐
書
』
列
伝
の
評
価
と
表
裏
一
体
を
な
す
。
例
え
ば
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
五
二
「
集
部
・
別
集
類
五
」『
宋
景
文
集
』
で
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
晁
公
武『
讀
書
志
』謂「
祁
詩
文
多
奇
字
」、證
以
蘇
軾
詩「
淵
源
皆
有
考
、
奇
險
或
難
句
」
之
語
。
以
今
觀
之
、
殆
以
祁
撰
『
唐
書
』
彫
琢
劖
削
、
務
爲
艱
澁
、
故
有
是
言
。
實
則
所
著
詩
文
、
博
奥
典
雅
、
具
有
唐
以
前
格
律
、
殘
膏
賸
馥
、
沾
匄
靡
窮
、
未
可
盡
以
詰
屈
斥
也
。
晁
公
武
『
讀
書
志
』「
祁
の
詩
文
奇
字
多
し
」
と
謂
ひ
、
證
す
る
に
蘇
軾
詩
の
「
淵
源
皆
考
有
る
も
、
奇
險
に
し
て
或
い
は
句
し
難
し
」の
語
を
以
て
す
。今
を
以
て
之
を
觀
る
に
、
殆
ど
祁
の
『
唐
書
』
を
撰
す
る
に
彫
琢
劖
削
し
、
務
め
て
艱
さ
ん
さ
く
澁
を
爲
す
を
以
て
、
故
に
是
の
言
有
り
。
實
は
則
ち
著
す
所
の
詩
文
、
博
奥
典
雅
に
し
て
、
唐
以
前
の
格
律
を
具
有
し
、
殘
膏
賸
馥
、
沾
匄
す
る
こ
と
窮
ま
る
靡
く
、
未
だ
盡
く
詰
し
ょ
う
ふ
く
せ
ん
か
い
な
屈
な
る
を
以
て
斥
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
「
奇
險
」、「
艱
澁
」、「
詰
屈
」、
あ
る
い
は
「
奇
字
」、「
難
句
」
は
い
ず
れ
も
詩
や
文
章
が
難
解
な
様
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
宋
祁
の
文
学
は
難
解
で
あ
る
と
の
評
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
晁
公
武
、
蘇
軾
の
評
価
が
宋
祁
の
「
彫
琢
劖
削
し
、
務
め
て
艱
澁
を
爲
す
」
と
い
う
『
新
唐
書
』
編
修
態
度
に
原
因
が
あ
る
と
『
提
要
』
が
指
摘
す
る
点
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
今
を
以
て
之
を
觀
る
に
」、
宋
祁
の
文
学
は
「
詰
屈
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
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そ
の
全
て
を
斥
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、
宋
祁
の
文
学
に
対
す
る
評
価
に
は
宋
代
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
に
変
化
が
あ
り
、
宋
人
に
よ
る
「
難
解
」
と
い
う
評
価
は
『
新
唐
書
』
列
伝
に
対
す
る
評
価
と
直
接
結
び
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
宋
代
の
古
文
復
興
に
お
い
て
、「
難
解
」
は
常
に
重
要
な
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
宋
初
の
古
文
家
柳
開
（
九
四
七
～
一
〇
〇
〇
）
は
「
応
責
」
に
お
い
て
「
古
文
者
、
非
在
辭
澁
言
苦
、
使
人
難
讀
誦
之
。
在
于
古
其
理
、
髙
其
意
、
隨
言
短
長
、
應
變
作
制
、
同
古
人
之
行
事
、
是
謂
古
文
也
。」（
古
文
は
、
辭
澁
言
苦
に
し
て
、
人
を
し
て
之
を
讀
誦
し
難
か
ら
し
む
る
に
在
る
に
非
ず
。
其
の
理
を
古
に
し
、
其
の
意
を
髙
く
し
、
言
に
隨
ひ
て
短
長
し
、變
に
應
じ
て
作
制
し
、古
人
の
行
事
と
同
じ
く
す
る
に
在
り
、
是
れ
を
古
文
と
謂
ふ
な
り
。）
と
述
べ
て
お
り
［
１
］、
ま
た
欧
陽
脩
は
嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
の
科
挙
で
、
当
時
流
行
し
て
い
た
難
解
な
太
学
体
を
斥
け
る
こ
と
で
明
快
達
意
の
古
文
を
正
統
の
地
位
に
据
え
た
。
古
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
新
唐
書
』
列
伝
に
対
す
る
難
解
と
い
う
評
価
も
、
宋
人
の
か
か
る
問
題
意
識
と
関
係
し
て
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
何
故
宋
人
は
『
新
唐
書
』
列
伝
、
す
な
わ
ち
宋
祁
の
古
文
に
か
く
も
低
い
評
価
を
下
す
の
か
。
彼
ら
は
古
文
は
ど
う
あ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
宋
祁
の
文
章
に
対
す
る
宋
人
の
評
価
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
宋
祁
自
身
の
古
文
に
対
す
る
考
え
方
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
ま
ず
は
彼
の
文
学
観
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
二
宋
祁
の
文
学
観
の
変
化
と
古
文
宋
祁
の
文
学
観
、
特
に
古
文
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
湯
浅
陽
子
氏
が
「
宋
祁
と
古
文
」
の
中
で
、『
新
唐
書
』
の
編
修
と
文
章
修
行
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
る
［
２
］。
そ
の
中
で
湯
浅
氏
は
、『
宋
景
文
公
筆
記
』
巻
上
「
釈
俗
」
の
次
の
一
条
を
引
い
て
い
る
［
３
］。
①
余
少
爲
學
、
本
無
師
友
、
家
苦
貧
無
書
。
習
作
詩
賦
、
未
始
有
志
立
名
於
當
世
也
。
願
計
粟
米
養
親
、
紹
家
閥
耳
。
年
二
十
四
而
以
文
投
故
宰
相
夏
公
。公
竒
之
、以
爲
必
取
甲
科
。
吾
亦
不
知
果
是
歟
。
天
聖
甲
子
、
從
郷
貢
試
禮
部
、
故
龍
圖
學
士
劉
公
嘆
所
試
辭
賦
、
大
稱
之
朝
、
以
爲
諸
生
冠
。
②
吾
始
重
自
淬
礪
力
於
學
、
模
寫
有
名
士
文
章
、
諸
儒
頗
稱
以
爲
是
。
③
年
過
五
十
、
被
詔
作
『
唐
書
』、
精
思
十
餘
年
、
盡
見
前
世
諸
著
、
乃
悟
文
章
之
難
也
。
雖
悟
於
心
、
又
求
之
古
人
、
始
得
其
崖
略
。
因
取
視
五
十
已
前
所
爲
文
、
赧
然
汗
下
、
知
未
嘗
得
作
者
藩
籬
、
而
所
效
皆
糟
粕
芻
狗
矣
。
夫
文
章
必
自
名
一
家
、然
後
可
以
傳
不
朽
。若
體
規
畫
圓
、準
方
作
矩
［
４
］、
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）
終
爲
人
之
臣
僕
。
古
人
譏
屋
下
作
屋
信
然
。
陸
機
曰
、「
謝
朝
花
於
已
披
、啓
夕
秀
於
未
振
。」韓
愈
曰
、「
惟
陳
言
之
務
去
。」
此
乃
爲
文
之
要
。
五
經
皆
不
同
體
、
孔
子
没
後
、
百
家
奮
興
、
類
不
相
沿
。
是
前
人
皆
得
此
旨
。
嗚
呼
、
吾
亦
悟
之
晚
矣
。
雖
然
若
天
假
吾
年
、
猶
冀
老
而
成
云
。
①
余
少
く
し
て
學
を
爲
す
に
、
本
師
友
無
く
、
家
苦
だ
貧
わ
か
も
と
は
な
は
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し
く
し
て
書
無
し
。
習
ひ
て
詩
賦
を
作
る
も
、
未
だ
始
め
よ
り
志
の
名
を
當
世
に
立
つ
る
有
ら
ざ
る
な
り
。
粟
米
を
計
り
て
親
を
養
ひ
、
家
閥
を
紹
が
ん
こ
と
を
願
ふ
の
み
。
年
二
十
つ
四
に
し
て
文
を
以
て
故
の
宰
相
夏
公
に
投
ず
。
公
之
を
竒
と
し
、
以
爲
へ
ら
く
必
ず
甲
科
に
取
ら
れ
ん
と
。
吾
亦
た
果
た
し
て
是
な
る
を
知
ら
ず
。
天
聖
甲
子
、
郷
貢
に
従
ひ
禮
部
に
試
み
ら
れ
、
故
の
龍
圖
學
士
劉
公
試
み
ら
る
る
所
の
辭
賦
に
嘆
じ
、大
い
に
之
を
朝
に
稱
へ
、以
て
諸
生
の
冠
と
爲
す
。
②
吾
始
め
て
自
ら
淬
礪
し
て
學
に
力
む
る
を
重
ん
じ
、
有
名
さ
い
れ
い
の
士
の
文
章
を
模
寫
す
る
に
、
諸
儒
頗
る
稱
へ
て
以
て
是
と
爲
す
。
③
年
五
十
を
過
ぎ
、
詔
せ
ら
れ
て
『
唐
書
』
を
作
し
、
な
精
思
す
る
こ
と
十
餘
年
、
盡
く
前
世
の
諸
著
を
見
、
乃
ち
文
章
の
難
き
を
悟
る
な
り
。
心
に
悟
る
と
雖
も
、
又
た
之
を
古
人
に
求
め
、
始
め
て
其
の
崖
略
を
得
。
因
り
て
取
り
て
五
十
已
前
に
爲
る
所
の
文
を
視
る
に
、
赧
然
と
し
て
汗
下
り
、
未
つ
く
た
ん
ぜ
ん
だ
嘗
て
作
者
の
藩
籬
を
得
ず
し
て
、
效
ふ
所
皆
糟
粕
芻
狗
な
ら
な
る
を
知
れ
り
。
夫
れ
文
章
は
必
ず
自
ら
一
家
を
名
の
り
、
然
る
後
以
て
傳
は
り
て
不
朽
な
る
べ
し
。
若
し
規
に
體
し
て
も
圓
を
畫
き
、
方
に
準
じ
て
矩
を
作
ら
ば
、
終
に
人
の
臣
僕
と
爲
ら
ん
。
古
人
屋
下
に
屋
を
作
す
を
譏
る
は
信
に
然
り
。
陸
機
曰
く
、「
朝
花
を
已
に
披
け
る
に
謝
し
、
夕
秀
を
未
だ
振
は
ざ
る
に
啓
く
」
と
。
韓
愈
曰
く
、「
惟
だ
陳
言
を
之
務
め
て
去
る
」
と
。
此
れ
乃
ち
文
を
爲
す
の
要
な
り
。
五
經
皆
體
を
同
じ
く
せ
ず
、
孔
子
没
し
て
後
、
百
家
奮
興
す
る
も
、
類
相
ひ
沿
は
ず
。
是
れ
前
人
皆
此
の
旨
を
得
た
り
。
嗚
呼
、
吾
亦
た
之
を
悟
る
こ
と
晩
し
。
然
り
と
雖
も
若
し
天
吾
に
年
を
假
さ
ば
、
猶
ほ
老
い
て
成
ら
ん
こ
と
を
冀
ふ
と
云
ふ
。
か
こ
れ
を
見
る
と
、
宋
祁
の
文
学
観
は
二
度
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
『
新
唐
書
』
編
修
参
加
以
降
は
、
そ
れ
ま
で
の
作
文
態
度
を
一
変
さ
せ
て
お
り
、
大
変
重
要
な
変
化
で
あ
る
と
言
え
る
。
湯
浅
氏
は
、
古
文
家
で
あ
る
宋
祁
が
『
新
唐
書
』
の
編
修
を
通
じ
て
、
文
章
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
論
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
変
化
が
示
す
意
味
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
①
少
年
時
代
か
ら
科
挙
合
格
ま
で
、
②
科
挙
合
格
後
か
ら
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
参
加
す
る
ま
で
、
③
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
参
加
し
て
か
ら
没
す
る
ま
で
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
宋
祁
の
文
学
観
の
変
化
を
追
い
、
そ
れ
が
彼
の
古
文
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
を
考
え
る
。
①
少
年
時
代
か
ら
科
挙
合
格
ま
で
若
い
頃
の
宋
祁
は
、
も
っ
ぱ
ら
科
挙
合
格
の
た
め
に
勉
強
し
て
お
り
、
文
に
よ
っ
て
名
を
揚
げ
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
時
彼
が
学
ん
で
い
た
の
は
、
試
験
科
目
の
中
で
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
詩
と
賦
で
あ
る
。
二
十
四
歳
の
時
（
天
禧
五
年
、
一
〇
二
一
）、
当
時
安
州
（
現
在
の
湖
北
省
安
陸
市
一
帯
）
の
長
官
で
あ
っ
た
夏
竦（
九
八
五
～
一
〇
五
一
）に
兄
宋
庠
と
と
も
に
謁
し
［
５
］、
作
品
を
献
呈
し
て
奇
と
さ
れ
た
。
そ
の
頃
世
間
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
の
は
、
西
崑
体
に
倣
っ
た
艶
麗
な
詩
で
あ
る
。
夏
竦
を
西
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崑
派
の
一
人
に
数
え
る
か
ど
う
か
は
意
見
が
分
か
れ
る
［
６
］が
、
彼
も
ま
た
非
常
に
修
飾
を
重
ん
じ
た
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
詩
賦
は
当
時
の
人
々
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
宋
祁
ら
は
彼
の
知
遇
を
得
る
こ
と
で
科
挙
受
験
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
、
自
ら
の
文
を
献
呈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
［
７
］。
そ
の
後
兄
弟
は
、
天
聖
甲
子
（
二
年
、
一
〇
二
四
）
に
礼
部
の
試
験
に
応
じ
て
及
第
す
る
。
そ
し
て
宋
祁
は
、
そ
の
時
作
っ
た
辞
賦
が
知
貢
挙
の
劉
筠（
九
七
一
～
一
〇
三
一
）に
評
価
さ
れ
、「
諸
生
の
冠
と
爲
」
っ
た
［
８
］。
こ
の
頃
宋
祁
が
劉
筠
に
送
っ
た
書
簡
に
次
の
よ
う
に
あ
る
［
９
］。竊惟
吟
詠
之
作
、
神
明
攸
繫
。
内
導
情
性
、
旁
通
［
］謠
俗
。
10
造
端
以
諷
天
下
之
事
、
變
文
［
］以
戞
萬
物
之
藴
。
音
之
急
11
緩
、
隨
政
之
上
下
。
大
抵
三
百
篇
、
皆
有
爲
［
］爲
之
、
非
12
徒
爾
耳
。
後
雖
體
判
五
種
、
時
經
三
變
、
音
制
彌
婉
、
體
裁
益
緻
、
以
浮
聲
切
響
相
鎮
、
以
彫
章
縟
采
相
矜
、
然
而
大
方
之
家
、
往
往
披
華
於
沈
宋
之
林
、
收
實
乎
曹
王
之
囿
、
窒
其
流
宕
、
歸
之
雅
正
。
竊
か
に
惟
ふ
に
吟
詠
の
作
、
神
明
の
繫
か
る
攸
な
り
。
内
お
も
と
こ
ろ
は
情
性
を
導
き
、
旁
は
謠
俗
に
通
ず
。
端
を
造
し
て
以
て
天
な
下
の
事
を
諷
し
、
文
を
變
じ
て
以
て
萬
物
の
藴 を
戞
す
。
音
う
ん
か
つ
の
急
緩
は
、
政
の
上
下
に
隨
ふ
。
大
抵
三
百
篇
は
、
皆
爲
す
有
り
て
之
を
爲
し
、
徒
に
爾
る
に
非
ざ
る
の
み
。
後
體
五
種
に
判
か
れ
、
時
三
變
を
經
、
音
制
彌
婉
に
、
體
裁
わ
い
よ
い
よ
益
緻
に
し
て
、
浮
聲
切
響
を
以
て
相
ひ
鎮
め
、
彫
章
縟
采
ま
す
ま
す
を
以
て
相
ひ
矜
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
大
方
の
家
、
往
往
華
を
沈
宋
の
林
に
披
き
、實
を
曹
王
の
囿
に
收
め
、其
の
流
宕
ひ
ら
り
う
た
う
を
窒
ぎ
、
之
を
雅
正
に
歸
す
。
ふ
さ
宋
祁
は
表
現
と
内
容
い
ず
れ
を
も
兼
ね
備
え
た
詩
を
作
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
お
り
、
特
に
内
容
に
つ
い
て
は
情
を
表
現
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
後
の
文
章
の
中
で
彼
は
、
劉
筠
の
詩
を
「
鉤
深
締
情
、
上
薄
於
粹
古
、
促
節
入
律
、
下
偶
乎
當
世
。」（
深
き
を
鉤
け
情
を
締
び
て
、
上
は
粹
古
に
薄
り
、
節
を
促
し
律
に
入
か
む
す
せ
ま
り
て
、
下
は
當
世
に
偶
す
。）
と
評
し
て
お
り
、
自
身
の
詩
観
が
劉
筠
の
考
え
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
劉
筠
は
楊
億
、銭
惟
演
ら
と
並
ぶ
、西
崑
派
の
主
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
宋
祁
の
詩
観
は
、
華
麗
で
浮
薄
で
あ
る
と
い
う
西
崑
体
に
対
す
る
一
般
的
な
評
価
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
こ
う
し
た
人
物
に
付
き
従
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
後
期
西
崑
派
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
［
］。13
こ
の
よ
う
に
若
い
頃
の
宋
祁
は
、
も
っ
ぱ
ら
科
挙
合
格
を
目
的
と
し
て
詩
賦
を
学
び
、
楊
億
や
劉
筠
ら
の
西
崑
体
を
尊
ぶ
と
い
う
当
時
の
風
潮
に
従
っ
て
い
た
。
ま
だ
彼
独
自
の
文
学
観
と
い
う
も
の
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
文
に
対
す
る
志
向
も
窺
え
な
い
。
②
科
挙
合
格
後
か
ら
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
参
加
す
る
ま
で
科
挙
合
格
後
、宋
祁
は
よ
う
や
く
本
気
で
文
章
を
学
び
始
め
た
。
試
験
に
合
格
す
る
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
目
的
が
、
自
ら
の
文
章
の
腕
を
磨
き
、
よ
り
良
い
作
品
を
作
る
と
い
う
目
的
に
変
わ
っ
た
の
- 5 -
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
夏
竦
や
劉
筠
と
い
っ
た
名
の
あ
る
文
士
に
自
ら
の
作
品
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
自
信
を
得
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
文
章
を
学
ぶ
際
に
、
高
名
な
士
の
文
章
を
模
倣
す
る
と
い
う
方
法
を
採
り
、
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
多
く
の
人
々
に
称
え
ら
れ
た
。『
新
唐
書
』
編
修
に
参
加
し
て
以
降
の
文
学
に
対
す
る
考
え
を
述
べ
た
箇
所
で
、
自
身
の
過
去
の
作
品
に
対
す
る
不
満
を
述
べ
、「
規
に
體
し
て
圓
を
畫
き
、方
に
準
じ
て
矩
を
作
」
る
と
い
っ
た
や
り
方
を
否
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
彼
の
作
品
は
前
人
の
作
品
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
を
相
当
多
く
含
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
か
る
文
章
修
練
の
方
法
は
、
典
故
を
多
用
す
る
西
崑
派
の
文
学
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
②
は
①
の
延
長
上
に
あ
る
変
化
だ
と
言
え
る
。
一
方
で
、こ
の
時
期
に
は
古
文
に
繋
が
る
事
象
も
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
字
学
の
修
得
と
奇
字
の
使
用
で
あ
る
。
詳
し
く
は
第
三
節
で
述
べ
る
が
、
宋
人
の
宋
祁
に
対
す
る
評
価
の
一
つ
に
、
字
学
に
造
詣
が
深
く
、
使
用
す
る
文
字
が
難
解
だ
と
い
う
の
が
あ
る
。
宋
祁
は
古
代
の
文
字
に
通
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
文
章
を
書
く
際
に
は
、
古
く
、
正
し
い
字
を
使
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。彼
の
学
識
が
こ
の
時
期
す
で
に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
「
集
韻
韻
例
」
の
記
述
か
ら
分
か
る
［
］。14
近
世
小
學
濅
廢
、
六
書
亡
缺
、
臨
文
用
字
、
不
給
所
求
。
…
…
先
帝
時
、
令
陳
彭
年
、
丘
雍
因
法
言
舊
説
爲
刊
益
。
景
祐
四
年
、
太
常
博
士
、
直
史
館
宋
祁
、
太
常
丞
、
直
史
館
鄭
戩
［
］建
言
、「
彭
年
、
雍
所
定
、
多
用
舊
文
、
繁
略
失
當
。」
15
因
詔
祁
、
戩
與
國
子
監
直
講
賈
昌
朝
、
王
洙
、
同
加
脩
定
、
刑
部
郎
中
、
知
制
誥
丁
度
、
禮
部
員
外
郎
、
知
制
誥
李
淑
爲
之
典
領
。
今
所
撰
集
、
務
從
該
廣
、
經
史
諸
子
及
小
學
書
更
相
參
定
。
近
世
小
學
濅
廢
れ
、
六
書
亡
缺
し
、
文
に
臨
み
字
を
用
ふ
や
や
る
に
、
求
む
る
所
を
給
せ
ず
。
…
…
先
帝
の
時
、
陳
彭
年
、
丘
雍
を
し
て
法
言
舊
説
に
因
り
て
刊
益
を
爲
さ
し
む
。
景
祐
四
年
、
太
常
博
士
、
直
史
館
宋
祁
、
太
常
丞
、
直
史
館
鄭
戩
建
言
す
、「
彭
年
、
雍
の
定
む
る
所
、
多
く
舊
文
を
用
ひ
、
繁
略
當
を
失
す
」
と
。
因
り
て
詔
し
て
祁
、
戩
と
國
子
監
直
講
賈
昌
朝
、
王
洙
と
を
し
て
、
同
に
脩
定
を
加
へ
し
め
、
刑
部
郎
中
、
知
制
誥
丁
度
、
禮
部
員
外
郎
、
知
制
誥
李
淑
を
し
て
之
が
典
領
と
爲
ら
し
む
。
今
撰
集
す
る
所
、
務
め
て
該
廣
に
從
ひ
、
經
史
諸
子
及
び
小
學
の
書
更
相
ひ
參
定
す
。
こ
も
ご
も
景
祐
四
年
は
一
〇
三
七
年
、
本
時
期
の
半
ば
を
少
し
過
ぎ
た
頃
で
あ
る
。
当
時
彼
が
就
い
て
い
た
官
は
直
史
館
で
あ
り
、
職
務
上
の
必
要
か
ら
、
字
学
を
修
め
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
に
よ
る
と
、
宋
祁
は
景
祐
元
年
（
一
〇
三
四
）
に
、『
広
韻
韻
略
』
の
修
正
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
該
書
に
で
た
ら
め
な
文
字
の
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
古
代
の
正
し
い
字
体
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
復
古
の
一
つ
の
形
で
あ
る
。
文
学
の
上
で
は
西
崑
派
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
本
時
期
で
あ
る
が
、
同
時
に
復
古
の
意
識
が
芽
生
え
始
め
、
後
の
古
文
へ
の
志
向
に
繋
が
る
下
地
が
で
き
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
も
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あ
っ
た
の
で
あ
る
。
③
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
参
加
し
て
か
ら
没
す
る
ま
で
五
十
歳
を
過
ぎ
て
、
宋
祁
は
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
［
］、
そ
の
執
筆
の
過
程
で
多
く
考
え
を
巡
ら
し
、
広
16
く
前
代
の
書
を
読
ん
だ
結
果
、
文
章
を
作
る
こ
と
の
難
し
さ
を
悟
っ
た
。
そ
し
て
、
前
人
の
模
倣
に
努
め
る
と
い
う
そ
れ
以
前
の
作
文
態
度
を
、
屋
上
に
屋
を
架
す
よ
う
な
も
の
だ
と
し
て
強
く
反
省
し
た
。
す
な
わ
ち
、
従
前
の
や
り
方
で
は
、
自
ら
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
文
章
作
成
に
お
け
る
個
性
の
発
揮
、
そ
れ
が
こ
の
時
期
重
要
な
課
題
と
し
て
彼
の
中
に
浮
上
し
た
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
宋
祁
が
採
っ
た
手
段
こ
そ
、
古
文
へ
の
志
向
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
宋
祁
の
古
文
へ
の
志
向
は
、
特
に
韓
愈
の
尊
重
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
章
を
書
く
要
点
を
述
べ
る
際
に
、「
惟
だ
陳
言
を
之
務
め
て
去
る
」
と
い
う
「
答
李
翊
書
」（『
朱
文
公
校
韓
昌
黎
先
生
集
』巻
一
六
）の
一
節
を
引
い
て
お
り
、『
宋
景
文
公
筆
記
』
で
も
、後
に
見
る
よ
う
に
し
ば
し
ば
韓
愈
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
新
唐
書
』
韓
愈
伝
に
も
「
毎
言
文
章
自
漢
司
馬
相
如
、
太
史
公
、
劉
向
、
楊
雄
後
、
作
者
不
世
出
。
故
愈
深
探
本
元
、
卓
然
樹
立
、
成
一
家
言
。
其
『
原
道
』、『
原
性
』、『
師
説
』
等
數
十
篇
、
皆
奥
衍
閎
深
、
與
孟
軻
、
楊
雄
相
表
裏
而
佐
佑
六
經
云
。
至
它
文
造
端
置
辭
、
要
爲
不
襲
蹈
前
人
者
。」（
毎
に
言
ふ
文
章
は
漢
の
司
馬
相
如
、
太
史
公
、
劉
向
、
楊
雄
自
り
後
、
作
者
世
に
出
で
ず
。
よ
故
に
愈
深
く
本
元
を
探
り
、
卓
然
と
し
て
樹
立
し
、
一
家
の
言
を
成
す
。
其
の
「
原
道
」、「
原
性
」、「
師
説
」
等
の
數
十
篇
は
、
皆
奥
衍
閎
深
に
し
て
、
孟
軻
、
楊
雄
と
相
ひ
表
裏
し
て
六
經
を
佐
佑
す
と
云
ふ
。
它
の
文
の
造
端
置
辭
に
至
り
て
は
、
要
め
て
前
人
つ
と
を
襲
蹈
せ
ざ
る
者
を
爲
す
。）
と
、
同
趣
旨
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
新
唐
書
』
を
編
修
す
る
に
当
た
り
、
広
く
前
代
の
書
に
目
を
通
し
た
結
果
、
韓
愈
の
文
章
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
が
付
き
、
彼
の
よ
う
な
古
文
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
彼
が
注
目
し
た
の
は
、
前
人
の
用
い
た
表
現
や
、
陳
腐
な
こ
と
ば
は
避
け
る
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
れ
は
、
自
身
の
抱
え
る
課
題
を
克
服
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
風
潮
も
彼
が
古
文
を
志
向
す
る
一
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
英
寿
氏
に
よ
る
と
、
慶
暦
四
年
（
一
〇
四
四
）
に
、
欧
陽
脩
ら
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
慶
暦
の
新
政
が
始
ま
り
、
そ
の
中
の
科
挙
改
革
、
学
校
の
拡
充
に
よ
っ
て
、
士
大
夫
た
ち
の
間
に
古
文
を
重
視
す
る
と
い
う
流
れ
が
生
ま
れ
た
と
い
う
［
］。
こ
の
年
17
は
、
あ
た
か
も
宋
祁
が
『
新
唐
書
』
の
編
修
を
命
じ
ら
れ
た
前
年
に
あ
た
る
。
欧
陽
脩
が
編
修
責
任
者
の
曾
公
亮
に
代
わ
っ
て
書
い
た
「
進
新
修
唐
書
表
」（『
表
奏
書
啓
四
六
集
』
巻
二
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
九
一
）
に
「
文
采
不
明
」（
文
采
明
ら
か
な
ら
ず
）、
「
言
淺
意
陋
」（
言
は
淺
く
意
は
陋
し
）
と
あ
る
［
］よ
う
に
、
五
せ
ま
18
代
に
作
ら
れ
た
『
旧
唐
書
』
の
欠
点
の
一
つ
に
、
文
章
の
ま
ず
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
宋
祁
ら
は
、
新
た
な
『
唐
書
』
を
撰
す
る
に
あ
た
り
、
文
章
に
対
し
て
も
見
直
し
を
行
い
、
当
時
士
大
夫
の
間
で
流
行
し
つ
つ
あ
っ
た
古
文
を
採
用
し
た
も
の
と
推
測
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さ
れ
る
。
本
時
期
の
宋
祁
の
文
学
観
に
つ
い
て
は
湯
浅
氏
の
論
考
に
詳
し
い
が
、
後
の
論
述
に
関
わ
る
た
め
、
そ
の
他
の
関
係
す
る
資
料
を
い
く
つ
か
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。『
宋
景
文
公
筆
記
』
か
ら
二
条
を
引
用
す
る
［
］。19
柳
州
爲
文
、
或
取
前
人
陳
語
用
之
、
不
及
韓
吏
部
卓
然
不
丏
［
］於
古
、
而
一
出
諸
己
。
劉
夢
得
巧
於
用
事
、
故
韓
柳
不
20
加
品
目
焉
。
柳
州
文
を
爲
す
に
、
或
い
は
前
人
の
陳
語
を
取
り
て
之
を
用
ひ
、韓
吏
部
の
卓
然
と
し
て
古
に
丏
な
ら
ざ
る
も
、一
に
諸こ
れ
を
己
よ
り
出
だ
す
に
及
ば
ず
。
劉
夢
得
用
事
に
巧
み
に
し
て
、
故
に
韓
柳
品
目
を
加
へ
ず
。
（
巻
上
「
釈
俗
」）
柳
子
厚
云
、「
嘻
笑
之
怒
、
甚
於
裂
眦
、
長
歌
之
音
、
過
於
慟
哭
。」
劉
夢
得
云
、「
駭
機
一
發
、
浮
謗
如
川
。」
信
文
之
險
語
。
韓
退
之
云
、「
婦
順
夫
旨
、
子
嚴
父
詔
。」
又
云
、「
耕
於
寛
閑
之
野
、
釣
於
寂
寞
之
濵
。」
又
云
、「
持
被
入
直
三
省
、
丁
寧
顧
婢
子
語
、
刺
刺
不
得
休
。」
此
等
皆
新
語
也
。
柳
子
厚
云
ふ
、「
嘻
笑
の
怒
は
、眦
を
裂
く
よ
り
も
甚
だ
し
く
、
長
歌
の
音
は
、
慟
哭
に
過
ぎ
た
り
」
と
。
劉
夢
得
云
ふ
、「
駭
機
一
た
び
發
し
、
浮
謗
川
の
如
し
」
と
。
信
に
文
の
險
語
な
り
。
韓
退
之
云
ふ
、「
婦
は
夫
の
旨
に
順
ひ
、
子
は
父
の
詔
を
嚴
に
す
」
と
。
又
た
云
ふ
、「
寛
閑
の
野
に
耕
し
、
寂
寞
の
濵
に
釣
る
」
と
。
又
た
云
ふ
、「
被
を
持
ち
て
入
り
て
三
省
に
直
す
る
に
、
丁
寧
に
婢
子
を
顧
み
て
語
り
、
刺
刺
と
し
て
休
む
を
得
ず
」と
。此
等
は
皆
新
語
な
り
。
（
巻
中
「
考
古
」）
前
の
文
で
は
、
柳
宗
元
、
韓
愈
、
劉
禹
錫
の
三
者
の
文
を
比
較
し
て
い
る
。
宋
祁
は
、
前
代
の
作
に
通
じ
て
は
い
る
が
、
そ
の
こ
と
ば
が
全
て
自
分
独
自
の
も
の
で
あ
る
韓
愈
を
最
も
上
に
置
き
、
時
に
陳
腐
な
語
を
用
い
る
柳
宗
元
は
こ
れ
に
及
ば
な
い
と
し
、
故
事
の
引
用
に
巧
み
で
あ
る
劉
禹
錫
に
対
し
て
は
韓
愈
、
柳
宗
元
は
品
評
を
加
え
な
か
っ
た
と
し
て
、
彼
ら
に
劣
る
と
見
て
い
る
。
後
の
文
で
は
、
柳
宗
元
「
対
賀
者
」（『
増
広
注
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
巻
一
四
）、
劉
禹
錫
「
上
淮
南
李
相
公
啓
」（『
劉
夢
得
文
集
』
巻
二
一
）
の
文
を
引
い
て
「
險
語
」（
耳
目
を
驚
か
す
変
わ
っ
た
こ
と
ば
）
と
評
し
、
韓
愈
「
柳
州
羅
池
廟
碑
」（『
朱
文
公
校
韓
昌
黎
先
生
集
』
巻
三
一
）、「
答
崔
立
之
書
」（
同
巻
一
六
）、「
送
殷
員
外
序
」（
同
巻
二
一
）
の
文
を
引
い
て
「
新
語
」（
そ
れ
ま
で
に
無
い
新
し
い
こ
と
ば
）
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
に
は
、
単
に
前
人
の
用
い
た
陳
腐
な
こ
と
ば
を
避
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
に
無
い
新
し
い
表
現
を
追
求
し
よ
う
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
考
え
は
内
容
面
に
も
及
ん
で
い
る
。『
宋
景
文
公
筆
記
』
巻
中
「
考
古
」
に
次
の
よ
う
な
一
条
が
あ
る
。
柳
子
厚
「
正
符
」、「
晉
説
」、
雖
模
寫
前
人
體
裁
、
然
自
出
新
意
、
可
謂
文
矣
。
劉
夢
得
著
「
天
論
」
三
篇
、
理
雖
未
極
、
其
辭
至
矣
。
韓
退
之
「
送
窮
文
」、「
進
學
解
」、「
毛
頴
傳
」、
「
原
道
」
等
諸
篇
、
皆
古
人
意
思
未
到
、
可
以
名
家
矣
。
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柳
子
厚
「
正
符
」、「
晉
説
」、
前
人
の
體
裁
を
模
寫
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
自
ら
新
意
を
出
だ
し
、
文
と
謂
ふ
べ
し
。
劉
夢
得
の
著
す
「
天
論
」
三
篇
、
理
未
だ
極
ま
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
辭
至
れ
り
。
韓
退
之
「
送
窮
文
」、「
進
學
解
」、「
毛
頴
傳
」、「
原
道
」
等
の
諸
篇
、
皆
古
人
の
意
思
未
だ
到
ら
ず
し
て
、
以
て
名
家
た
る
べ
し
。
柳
宗
元
の
「
正
符
」、「
晋
説
」
は
「
文
」
と
い
う
語
で
評
さ
れ
、
劉
禹
錫
の
「
天
論
」
三
篇
は
こ
と
ば
が
こ
の
上
な
く
す
ば
ら
し
い
と
称
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
表
現
面
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
一
方
、
韓
愈
の
諸
作
品
に
関
し
て
は
、
全
て
古
人
が
考
え
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
は
内
容
の
独
創
性
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、『
新
唐
書
』
編
修
参
加
以
降
の
文
学
観
は
、
内
容
、
表
現
両
面
で
自
分
独
自
の
も
の
を
創
り
上
げ
る
と
い
う
、
そ
れ
以
前
と
は
真
逆
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
大
き
な
転
換
は
、
宋
祁
が
直
面
し
た
文
章
作
成
に
お
け
る
個
性
の
発
揮
と
い
う
課
題
と
、
古
文
の
志
向
に
よ
る
そ
の
克
服
に
関
係
し
て
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
②
の
時
期
に
字
学
に
よ
っ
て
萌
し
て
い
た
復
古
の
意
識
は
、こ
こ
に
至
っ
て
大
き
く
現
れ
た
の
で
あ
る
。①
か
ら
②
、
②
か
ら
③
へ
と
い
う
時
期
に
よ
る
文
学
観
の
変
化
は
、
古
文
家
と
し
て
の
宋
祁
が
確
立
し
て
い
く
過
程
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
時
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
う
し
た
変
化
は
西
崑
体
の
流
行
と
衰
退
、
そ
れ
に
続
く
古
文
の
重
視
と
い
う
当
時
の
風
潮
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
宋
祁
は
そ
の
時
々
の
流
行
に
合
わ
せ
て
文
章
作
成
の
方
法
を
変
え
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
世
人
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
や
り
方
を
捨
て
、
い
ま
だ
完
全
に
は
復
興
し
て
し
な
い
古
文
へ
と
向
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、宋
祁
の
文
学
に
対
す
る
熱
意
が
窺
え
る
。
彼
は
か
よ
う
に
、
よ
り
良
い
文
章
を
書
く
た
め
に
大
変
努
力
し
た
人
で
あ
っ
た
。
だ
が
後
述
す
る
よ
う
に
、
後
世
の
評
価
に
は
そ
の
作
品
を
難
解
だ
と
す
る
も
の
が
い
く
つ
も
現
れ
る
。
次
節
か
ら
は
そ
う
し
た
後
世
の
評
価
に
つ
い
て
論
じ
る
。
三
字
学
と
奇
字
「
は
じ
め
に
」
で
引
い
た
『
四
庫
提
要
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
『
郡
斎
読
書
志
』
は
宋
祁
の
詩
文
に
奇
字
が
多
い
こ
と
を
証
す
る
た
め
、
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
の
「
密
州
宋
国
博
以
詩
見
紀
在
郡
雑
詠
次
韻
答
之
」
詩
を
引
く
。『
郡
斎
読
書
志
』
が
引
く
の
は
全
体
の
第
三
、
四
句
目
で
あ
り
、
第
一
、
二
句
目
も
含
め
て
挙
げ
る
と
、「
吾
觀
二
宋
文
、
字
字
照
縑
素
。
淵
源
皆
有
考
、
奇
險
或
難
句
」（
吾
二
宋
の
文
を
觀
る
に
、
字
字
縑
素
を
照
ら
す
。
淵
源
皆
考
有
る
も
、
奇
險
に
し
て
或
い
は
句
し
難
し
）
と
な
っ
て
い
る
［
］。
本
詩
は
、
蘇
軾
の
後
任
で
あ
る
孔
宗
翰
の
さ
ら
に
後
21
に
密
州
の
知
事
と
な
っ
た
宋
祁
の
息
子
宋
靖
国
が
、
蘇
軾
が
密
州
在
任
時
に
詠
ん
だ
詩
を
集
録
し
、
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
詩
を
附
し
て
送
っ
て
き
た
の
に
次
韻
し
た
も
の
で
あ
る
［
］。『
提
要
』
は
晁
22
公
武
の
言
と
し
て
「
祁
の
詩
文
奇
字
多
し
」
を
引
用
し
、
蘇
軾
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詩
の
第
四
句
「
奇
險
に
し
て
或
い
は
句
し
難
し
」
に
注
目
し
て
い
る
。
だ
が
『
郡
斎
読
書
志
』
の
原
文
を
見
る
と
、「
通
小
學
、
故
其
文
多
奇
字
。」（
小
學
に
通
じ
、
故
に
其
の
文
奇
字
多
し
。）
と
な
っ
て
お
り
、
前
句
の
「
淵
源
皆
考
有
り
」
と
も
関
係
す
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
蘇
軾
は
、
二
宋
の
詩
文
は
一
字
一
字
す
べ
て
に
来
歴
が
あ
る
が
、
時
に
そ
れ
が
読
み
手
に
難
解
だ
と
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
唐
庚
（
一
〇
七
一
～
一
一
二
一
）
も
、
宋
祁
の
文
集
に
附
し
た
序
文
で
仁
廟
初
、
號
人
物
全
盛
時
。
而
尚
書
與
其
兄
鄭
公
以
文
章
擅
名
天
下
。
…
…
兄
弟
于
字
學
至
深
、
故
其
文
多
奇
字
、
讀
者
徃
徃
不
識
。
仁
廟
の
初
め
、
人
物
全
盛
の
時
と
號
す
。
而
し
て
尚
書
と
其
の
兄
鄭
公
と
文
章
を
以
て
名
を
天
下
に
擅
に
す
。
…
…
兄
弟
字
學
に
于
い
て
至
り
て
深
く
、故
に
其
の
文
奇
字
多
く
、
讀
者
往
往
識
ら
ず
。
と
、
蘇
軾
と
似
た
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
［
］。
宋
人
は
宋
祁
23
に
対
し
て
字
学
を
修
め
た
人
物
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
の
文
章
に
奇
字
と
い
う
か
た
ち
で
影
響
を
与
え
て
い
る
と
見
て
い
た
。
で
は
、
彼
の
修
め
た
字
学
と
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
少
し
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
邵
博
（
？
～
一
一
五
八
）『
邵
氏
聞
見
後
録
』
巻
二
七
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
［
］。24大
儒
宋
景
文
公
學
該
九
流
、
于
音
訓
尤
邃
。
故
所
著
書
用
奇
字
、
人
多
不
識
。
嘗
納
子
婦
三
日
、
子
以
婦
家
饋
食
物
書
白
。
一
過
目
卽
曰
、「
書
錯
一
字
。
姑
報
之
。」
至
白
報
書
、
卽
怒
曰
、「
吾
薄
他
人
錯
字
。
汝
亦
爾
邪
。」
子
皇
駭
、
卻
立
緩
扣
其
錯
、
以
筆
塗
煖
字
。
葢
婦
家
書
以
食
物
煖
女
云
。
報
亦
如
之
、
子
益
駭
、
又
緩
扣
當
用
何
煖
字
。
久
之
、
怒
聲
曰
、「
從
食
從
而
從
大
。」
子
退
檢
字
書
『
博
雅
』
中
出
粡
字
。
注
云
、
「
女
嫁
三
日
、
餉
食
爲
粡
女
。」
始
知
俗
間
粡
女
云
者
、
自
有
本
字
。
大
儒
宋
景
文
公
の
學
九
流
を
該
ね
、
音
訓
に
于
い
て
尤
も
か
邃
し
。
故
に
著
す
所
の
書
奇
字
を
用
ひ
、
人
多
く
識
ら
お
く
ぶ
か
ず
。
嘗
て
子
の
婦
を
納
る
る
こ
と
三
日
、
子
婦
家
食
物
を
饋
る
の
書
を
以
て
白
す
。
一
た
び
過
目
し
て
卽
ち
曰
く
、
お
く
ま
う
「
一
字
を
書
き
錯
へ
り
。
姑
く
之
を
報
ぜ
よ
」
と
。
報
書
を
た
が
白
す
に
至
り
、
卽
ち
怒
り
て
曰
く
、「
吾
他
人
の
字
を
錯
ふ
る
を
薄
す
。
汝
も
亦
た
爾
る
か
」
と
。
子
皇
駭
し
、
卻
き
し
り
ぞ
立
ち
て
緩
や
か
に
其
の
錯
ふ
る
を
扣
す
る
に
、
筆
を
以
て
煖
字
を
塗
る
。
葢
し
婦
家
の
書
食
物
を
以
て
女
を
煖
す
と
云
ふ
。
報
ず
る
も
亦
た
之
く
の
如
く
、
子
益
駭
き
、
又
た
ま
す
ま
す
お
ど
ろ
緩
や
か
に
當
に
何
の
煖
字
を
用
ふ
べ
き
か
を
扣
す
。
之
を
久
し
く
し
て
、
怒
聲
あ
り
て
曰
く
、「
食
に
從
ひ
而
に
從
ひ
大
に
從
ふ
」
と
。
子
退
き
て
字
書
『
博
雅
』
の
中
を
檢
べ
て
粡
字
し
ら
を
出
だ
す
。
注
に
云
ふ
、「
女
嫁
ぎ
て
三
日
、
食
を
餉
す
る
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を
粡
女
と
爲
す
」と
。始
め
て
俗
間
の
粡
女
と
云
ふ
者
、
自おの
づ
か
ら
本
字
有
る
を
知
る
。
本
記
事
の
冒
頭
で
も
ま
た
、
宋
祁
が
文
字
の
発
音
や
意
味
に
通
じ
て
い
た
た
め
に
、
彼
の
著
作
に
し
ば
し
ば
人
々
の
知
ら
な
い
奇
字
が
使
わ
れ
て
い
た
と
言
う
。
彼
の
息
子
は
父
親
に
教
え
ら
れ
、
『
博
雅
（
広
雅
）』
を
調
べ
る
こ
と
で
、
新
婚
三
日
目
に
嫁
の
実
家
が
婿
の
家
に
食
物
を
贈
る
こ
と
を
言
う
時
に
は
「
粡
」
字
を
使
う
べ
き
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
世
間
で
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
の
こ
と
ば
に
本
字
の
あ
る
こ
と
が
は
じ
め
て
分
か
っ
た
と
記
す
。
本
記
事
の
中
の
宋
祁
は
、
非
常
に
厳
格
な
態
度
で
誤
字
の
存
在
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
改
め
さ
せ
て
い
る
。
本
来
の
正
し
い
文
字
を
使
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
、
宋
祁
の
文
章
の
中
に
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
俗
あ
る
い
は
今
と
の
対
比
と
い
う
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
儒
者
讀
書
多
隨
俗
呼
、
不
從
本
音
、
或
終
身
不
悟
者
。
儒
者
書
を
讀
む
に
多
く
俗
呼
に
隨
ひ
、
本
音
に
從
は
ず
、
或
い
は
終
身
悟
ら
ざ
る
者
あ
り
。
（『
宋
景
文
公
筆
記
』
巻
上
「
釈
俗
」）
余
見
今
人
爲
學
、
不
及
古
人
之
有
根
本
、
每
亦
自
愧
。
余
今
人
の
學
を
爲
す
こ
と
、
古
人
の
根
本
有
る
に
及
ば
ざ
る
を
見
、
每
に
亦
た
自
ら
愧
づ
。
（
同
上
）
唐
玄
宗
始
以
隷
楷
易
『
尚
書
』
古
文
。
今
儒
者
不
識
古
文
、
自
唐
開
元
始
。
唐
の
玄
宗
始
め
て
隷
楷
を
以
て
『
尚
書
』
の
古
文
を
易
ふ
。
今
の
儒
者
古
文
を
識
ら
ざ
る
こ
と
、
唐
の
開
元
自
り
始
ま
よ
る
。
（
同
書
巻
中「
考
古
」）
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
宋
祁
は
当
時
の
人
々
の
文
字
の
使
い
方
や
発
音
の
仕
方
が
本
来
の
正
し
い
も
の
か
ら
外
れ
て
い
る
の
を
相
当
嫌
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宋
祁
の
作
品
中
の
ど
の
文
字
が
、
当
時
の
人
に
難
解
だ
と
さ
れ
た
の
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
だ
が
以
上
の
資
料
か
ら
推
す
と
、
そ
れ
ら
は
よ
り
古
い
文
献
に
典
拠
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宋
祁
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
用
字
は
皆
本
来
の
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
文
章
を
書
く
際
に
は
か
く
あ
る
べ
し
と
考
え
て
使
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
時
代
が
移
る
に
つ
れ
、
こ
と
ば
や
用
字
も
多
少
は
変
化
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
言
語
は
常
に
一
定
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
時
代
の
人
は
宋
祁
が
用
い
た
そ
う
し
た
文
字
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、
作
品
を
す
ば
ら
し
い
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
一
方
で
難
し
い
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
奇
字
が
多
い
と
い
う
評
価
は
、
今
の
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
敢
え
て
行
っ
た
た
め
に
出
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
『
尚
書
』
大
誥
王
得
臣
（
一
〇
三
六
～
一
一
一
六
）『
麈
史
』
巻
中
・
論
文
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
［
］。25
- 11 -
里
人
傳
宋
景
文
未
第
時
、
爲
學
於
永
陽
僧
舍
。
連
處
士
因
問
曰
、「
君
好
讀
何
書
。」
荅
曰
、「
予
最
好
『
大
誥
』。」
故
景
文
率
多
謹
嚴
。
至
修
『
唐
書
』、
其
言
艱
、
其
思
苦
、
葢
亦
有
所
自
歟
。
里
人
傳
ふ
宋
景
文
未
だ
第
せ
ざ
る
時
、
學
を
永
陽
僧
舍
に
爲
す
。
連
處
士
因
り
て
問
ひ
て
曰
く
、「
君
何
の
書
を
讀
む
を
好
む
か
」と
。荅
へ
て
曰
く
、「
予
最
も
『
大
誥
』を
好
む
」と
。
故
に
景
文
率
ね
多
く
謹
嚴
な
り
。『
唐
書
』を
修
む
る
に
至
り
、
其
の
言
艱
に
し
て
、
其
の
思
苦
な
る
は
、
葢
し
亦
た
自よ
る
所
有
ら
ん
。
科
挙
に
及
第
す
る
前
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
第
二
節
の
時
期
の
区
分
で
は
①
に
あ
た
る
。「
大
誥
」
は
『
尚
書
』
の
篇
名
で
あ
り
、
宋
祁
は
若
い
頃
こ
れ
を
愛
読
し
て
い
た
た
め
、
後
に
『
新
唐
書
』
を
編
修
す
る
際
、そ
の
こ
と
ば
も
内
容
も
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
。
『
尚
書
』
は
、
例
え
ば
北
周
の
蘇
綽
が
、
西
晋
以
来
の
浮
薄
な
文
体
を
改
め
よ
う
と
し
た
文
帝
宇
文
泰
の
命
で
そ
れ
に
倣
っ
た
文
章
を
書
い
た
と
い
う
例
が
あ
る
よ
う
に
、
古
文
復
興
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
文
章
の
範
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
書
で
あ
る
。
だ
が
一
方
で
、
韓
愈
が
「
佶
屈
聱
牙
」（「
進
学
解
」、『
朱
文
公
校
韓
昌
黎
先
生
集
』
巻
一
二
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
堅
苦
し
く
読
み
に
く
い
文
章
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
記
事
で
も
、
『
新
唐
書
』
の
文
章
が
難
解
で
あ
る
理
由
を
『
尚
書
』
に
求
め
て
い
る
。『
尚
書
』
は
確
か
に
い
に
し
え
の
こ
と
ば
で
書
か
れ
た
「
古
文
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
筆
法
を
用
い
て
文
章
を
書
け
ば
、
同
時
代
の
人
に
は
理
解
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
点
で
、
本
記
事
の
述
べ
る
宋
祁
の
文
章
の
難
解
さ
は
、
前
節
の
奇
字
が
も
た
ら
す
難
解
さ
と
共
通
す
る
部
分
を
有
す
る
。
た
だ
し
王
得
臣
は
、
単
に
文
章
が
難
し
い
と
否
定
的
な
評
価
だ
け
を
下
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
大
誥
」
を
好
ん
だ
た
め
に
、
文
章
を
作
る
時「
謹
嚴
」（
一
字
一
句
に
こ
だ
わ
る
）で
あ
っ
た
と
、
作
文
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
見
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
次
の
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
一
七
・
別
集
類
中
『
宋
景
文
集
』
の
文
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
『
新
唐
書
』
の
難
解
さ
を
指
摘
す
る
た
め
に
、
こ
の
『
麈
史
』
の
記
事
が
引
か
れ
て
い
る
。
所
撰
『
唐
書
』
列
傳
、
不
稱
良
史
。
…
…
景
文
未
第
時
、
爲
學
於
永
陽
僧
舍
。
或
問
曰
、「
君
好
讀
何
書
。」
答
曰
、「
余
最
好
『
大
誥
』。」
故
景
文
爲
文
謹
嚴
。
至
修
『
唐
書
』、
其
言
艱
、
其
思
苦
、
蓋
亦
有
所
自
歟
。
撰
す
る
所
の
『
唐
書
』
列
傳
、
良
史
と
稱
さ
れ
ず
。
…
…
景
文
未
だ
第
せ
ざ
る
時
、
學
を
永
陽
僧
舍
に
爲
す
。
或
ひ
と
問
ひ
て
曰
く
、「
君
何
の
書
を
讀
む
を
好
む
か
」
と
。
答
へ
て
曰
く
、「
余
最
も
『
大
誥
』
を
好
む
」
と
。
故
に
景
文
文
を
爲
す
こ
と
謹
嚴
な
り
。『
唐
書
』
を
修
む
る
に
至
り
、
其
の
言
艱
に
し
て
、
其
の
思
苦
な
る
は
、
蓋
し
亦
た
自
る
所
有
ら
よ
ん
。
先
に
『
新
唐
書
』
の
評
判
が
良
く
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
文
章
を
一
字
一
句
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い
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た
こ
と
よ
り
も
、
こ
と
ば
、
内
容
が
難
し
い
と
い
う
点
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
新
唐
書
』
編
修
の
際
、
宋
祁
は
文
章
を
彫
琢
し
、「
務
め
て
艱
澁
を
爲
」
し
た
と
い
う
『
四
庫
提
要
』
の
見
方
は
、
北
宋
の
頃
か
ら
す
で
に
出
て
き
て
お
り
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
よ
り
厳
し
い
批
判
の
声
と
な
っ
て
い
っ
た
。
五
虯
戸
銑
谿
の
体
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
、
巻
四
・
正
史
類
で
も
『
新
唐
書
』
の
難
解
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
翰
林
學
士
廬
陵
歐
陽
修
永
叔
、
端
明
殿
學
士
安
陸
宋
祁
子
京
撰
。
…
…
至
和
初
、
乃
命
修
爲
紀
、
志
、
祁
爲
列
傳
。
…
…
今
案
舊
史
成
於
五
代
文
氣
卑
陋
之
時
、
紀
次
無
法
、
詳
畧
失
中
、
論
贊
多
用
儷
語
、
固
不
足
傳
世
。
而
新
書
不
出
一
手
、
亦
未
得
爲
全
善
。
本
紀
用
『
春
秋
』
例
、
削
去
詔
令
、
雖
太
畧
猶
不
失
簡
古
。至
列
傳
用
字
多
奇
澁
、殆
類
虬
戸
銑
谿
體
、
識
者
病
之
。
翰
林
學
士
廬
陵
歐
陽
修
永
叔
、
端
明
殿
學
士
安
陸
宋
祁
子
京
撰
。
…
…
至
和
の
初
め
、
乃
ち
修
に
命
じ
て
紀
、
志
を
爲
ら
つ
く
し
め
、
祁
を
し
て
列
傳
を
爲
ら
し
む
。
…
…
今
案
ず
る
に
舊
史
は
五
代
の
文
氣
卑
陋
の
時
に
成
り
、
紀
次
法
無
く
、
詳
畧
中
を
失
し
、
論
贊
多
く
儷
語
を
用
ひ
、
固
よ
り
世
に
傳
は
る
に
足
ら
ず
。
而
る
に
新
書
は
一
手
に
出
で
ず
、
亦
た
未
だ
全
善
を
爲
す
を
得
ず
。
本
紀
『
春
秋
』
の
例
を
用
ひ
、
詔
令
を
削
去
し
、
太
だ
畧
な
り
と
雖
も
猶
ほ
簡
古
を
失
せ
ず
。
は
な
は
列
傳
に
至
り
て
は
用
字
奇
澁
多
く
、
殆
ど
虬
戸
銑
谿
の
體
き
う
こ
せ
ん
け
い
に
類
し
、
識
者
之
を
病
む
。
欧
陽
脩
の
書
い
た
本
紀
は
『
春
秋
』
の
筆
法
を
用
い
て
い
る
た
め
、
飾
り
気
が
な
く
古
風
な
趣
が
あ
る
の
に
対
し
、
宋
祁
の
書
い
た
列
伝
は
用
字
が
し
ば
し
ば
奇
渋
で
あ
り
、「
虬
戸
銑
谿
の
體
」
に
近
い
と
批
判
す
る
。
虯
戸
銑
谿
の
体
は
、
曾
慥
（
？
～
一
一
五
五
）
『
類
説
』
巻
四
〇
等
が
引
く
『
朝
野
僉
載
』
に
徐
彦
伯
爲
文
多
變
易
求
新
。
以
鳯閣
爲
鷗
瞠
、
以
龍
門
爲
風
戸
、
以
金
谷
爲
銑
溪
、
以
玉
山
爲
瓊
岳
、
以
芻
狗
爲
卉
犬
、
以
竹
馬
爲
篠
驂
、
以
月
兎
爲
魄
兎
、
以
赤
牛
爲
炎
犢
。
後
進
效
之
謂
之
澁
體
。
徐
彦
伯
文
を
為
す
に
多
く
變
易
し
て
新
を
求
む
。
鳳
閣
を
以
て
鷗
瞠
と
爲
し
、
龍
門
を
以
て
風
戸
と
爲
し
、
金
谷
を
以
お
う
え
ん
て
銑
溪
と
爲
し
、
玉
山
を
以
て
瓊
岳
と
爲
し
、
芻
狗
を
以
て
卉
犬
と
爲
し
、
竹
馬
を
以
て
篠
驂
と
爲
し
、
月
兎
を
以
て
魄
せ
う
さ
ん
兎
と
爲
し
、
赤
牛
を
以
て
炎
犢
と
爲
す
。
後
進
之
に
效
ひ
て
え
ん
と
く
な
ら
之
を
澁
體
と
謂
ふ
。
と
あ
る
［
］よ
う
に
、
す
で
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
ば
を
敢
え
て
26
別
の
こ
と
ば
に
置
き
換
え
る
表
現
法
を
い
う
。
前
二
節
で
見
た
宋
祁
の
文
章
に
対
す
る
評
価
は
、『
尚
書
』
や
前
代
の
字
書
等
、
古
い
文
献
に
拠
っ
た
た
め
に
使
用
す
る
文
字
や
内
容
が
難
し
く
な
る
と
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い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
虯
戸
銑
谿
の
体
は
自
ら
新
た
な
語
を
創
り
出
す
と
い
う
点
で
、
そ
れ
ら
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
『
新
唐
書
』
に
果
た
し
て
虯
戸
銑
谿
の
体
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
改
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
評
価
は
、『
新
唐
書
』
編
修
参
加
以
降
、
前
人
の
用
い
な
か
っ
た
独
自
の
表
現
を
重
ん
じ
た
と
い
う
宋
祁
の
文
学
観
に
対
す
る
宋
人
の
反
撥
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
他
、
兪
徳
隣
（
一
二
三
二
～
一
二
九
三
）『
佩
韋
斎
輯
聞
』
巻
三
の
記
事
も
、
宋
祁
の
『
新
唐
書
』
列
伝
と
徐
彦
伯
の
表
現
法
を
結
び
付
け
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
は
「
宋
景
文
作
『
新
唐
書
』、
人
以
札
闥
誚
之
。
札
闥
者
、
世
俗
厭
夢
之
語
、
謂
書
門
也
。
譏
其
好
奇
耳
。」（
宋
景
文
『
新
唐
書
』
を
作
り
、
人
札
闥
を
以
て
之
を
誚
む
。
札
闥
は
、
世
俗
の
厭
夢
の
語
に
し
て
、
門
に
書
す
る
を
せ
謂
ふ
な
り
。
其
の
奇
を
好
む
を
譏
る
の
み
。）
と
な
っ
て
い
る
［
］。
そ
し
27
こ
こ
に
見
え
る「
札
闥
」の
語
は
、『
錦
繡
万
花
谷
前
集
』巻
二
〇
・
文
章
に
引
く
次
の
記
事
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
［
］。28
宋
景
文
公
修
『
唐
史
』、
好
以
艱
深
之
辭
文
淺
易
之
説
。
歐
公
思
有
以
諷
之
、一
日
大
書
其
壁
曰
、「
宵
寐
匪
貞
、札
闥
洪
休
。」
宋
見
之
曰
、「
非
『
夜
夢
不
祥
、
題
門
大
吉
』
耶
。
何
必
求
異
如
此
。」
歐
公
曰
、「
李
靖
傳
云
『
震
雷
無
暇
掩
聰
』
亦
是
類
也
。」
宋
公
慙
而
退
。
今
所
謂
「
震
霆
不
及
掩
耳
」
［
］者
、
29
係
再
改
。
宋
景
文
公
『
唐
史
』
を
修
む
る
に
、
艱
深
の
辭
を
以
て
淺
易
の
説
を
文
る
を
好
む
。
歐
公
以
て
之
を
諷
す
る
有
ら
ん
こ
と
か
ざ
を
思
ひ
、
一
日
其
の
壁
に
大
書
し
て
曰
く
、「
宵
寐
貞
に
匪あ
ら
ず
、
闥
に
洪
休
を
札
す
」
と
。
宋
之
を
見
て
曰
く
、「『
夜
夢
祥
な
ら
ず
、
門
に
大
吉
を
題
す
』
に
非
ざ
る
か
。
何
ぞ
必
ず
し
も
異
を
求
む
る
こ
と
此
く
の
如
き
」
と
。
歐
公
曰
く
、
「
李
靖
傳
に
云
ふ
『
震
雷
聰
を
掩
ふ
に
暇
無
し
』
も
亦
た
是
の
類
な
り
」
と
。
宋
公
慙
ぢ
て
退
く
。
今
の
所
謂
「
震
霆
耳
を
掩
ふ
に
及
ば
ず
」
は
、
再
び
改
む
る
に
係
る
。
本
記
事
で
も
、
宋
祁
が
『
新
唐
書
』
を
編
修
す
る
際
簡
単
な
こ
と
ば
で
言
え
る
内
容
を
、
わ
ざ
わ
ざ
難
解
な
表
現
に
置
き
換
え
た
と
書
い
て
い
る
。
特
に
、
同
じ
編
修
官
の
一
人
で
あ
る
欧
陽
脩
が
そ
う
し
た
表
現
を
嫌
い
、
皮
肉
っ
た
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
記
事
の
内
容
は
、
果
た
し
て
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
か
ど
う
か
、
真
偽
が
疑
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
欧
陽
脩
の
息
子
発
（
一
〇
四
〇
～
一
〇
八
五
）
が
書
い
た
欧
陽
脩
の
事
迹
に
初
奉
勑
撰
『
唐
書
』、
專
成
紀
、
志
、
表
。
而
列
傳
則
宋
公
祁
所
撰
。
朝
廷
恐
其
體
不
一
、
詔
公
看
詳
、
令
刪
爲
一
體
。
公
雖
受
命
、
退
而
曰
、「
宋
公
於
我
爲
前
輩
、
且
人
所
見
不
同
。
豈
可
悉
如
己
意
。」
於
是
一
無
所
易
。
書
成
奏
御
、
舊
制
惟
列
官
最
髙
者
一
人
。
公
官
髙
、
當
書
、
公
曰
、「
宋
公
於
傳
、
功
深
而
日
久
。
豈
可
掩
其
名
、
奪
其
功
。」
於
是
紀
、
志
、
表
書
公
名
、
而
列
傳
書
宋
公
。
宋
丞
相
庠
聞
之
歎
曰
、「
自
古
文
人
好
相
凌
掩
、
此
事
前
所
未
有
也
。」
初
め
勑
を
奉
じ
て
『
唐
書
』
を
撰
し
、
專
ら
紀
、
志
、
表
を
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成
す
。
而
し
て
列
傳
は
則
ち
宋
公
祁
の
撰
す
る
所
な
り
。
朝
廷
其
の
體
の
一
な
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
詔
し
て
公
を
し
て
看
る
こ
と
詳
ら
か
に
し
て
、
刪
し
て
一
體
と
爲
さ
し
む
。
公
命
を
受
く
と
雖
も
、
退
き
て
曰
く
、「
宋
公
我
に
於
い
て
前
輩
爲
り
、
且
つ
人
の
見
る
所
同
じ
か
ら
ず
。
豈
に
悉
く
た
己
の
意
の
如
く
す
べ
け
ん
や
」
と
。
是
に
於
い
て
一
も
易
ふ
る
所
無
し
。
書
成
り
て
奏
御
す
る
に
、
舊
制
惟
だ
官
の
最
も
髙
き
者
一
人
を
列
す
る
の
み
。
公
の
官
髙
く
、
當
に
書
す
べ
き
も
、
公
曰
く
、「
宋
公
傳
に
於
い
て
、
功
深
く
し
て
日
久
し
。
豈
に
其
の
名
を
掩
ひ
て
、
其
の
功
を
奪
ふ
べ
け
ん
や
」
と
。
是
に
於
い
て
紀
、
志
、
表
は
公
の
名
を
書
し
て
、
列
傳
は
宋
公
を
書
す
。宋
丞
相
庠
之
を
聞
き
て
歎
じ
て
曰
く
、「
古
自よ
り
文
人
相
ひ
凌
掩
す
る
を
好
み
、
此
の
事
前
に
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
」
と
。
と
あ
る
［
］よ
う
に
、
欧
陽
脩
は
宋
祁
を
先
輩
と
し
て
敬
い
、
列
30
伝
執
筆
に
お
け
る
功
績
を
認
め
て
い
た
。
か
よ
う
に
宋
祁
に
対
し
敬
意
を
払
っ
て
い
た
欧
陽
脩
が
、
た
と
え
宋
祁
の
文
章
が
難
解
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
記
事
の
よ
う
に
厳
し
く
そ
の
難
点
を
指
摘
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
顔
中
其
氏
に
よ
る
と
、
欧
陽
脩
が
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
参
加
し
た
至
和
元
年
（
一
〇
五
四
）
か
ら
同
書
が
完
成
す
る
嘉
祐
五
年
（
一
〇
六
〇
）
ま
で
の
間
、
二
人
は
一
度
も
会
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
真
偽
は
か
な
り
疑
わ
し
い
［
］。
こ
の
よ
う
31
に
、
中
に
は
事
実
と
は
考
え
に
く
い
資
料
も
存
在
す
る
。
ま
た
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
、
先
に
引
い
た
『
新
唐
書
』
の
解
題
の
後
に
続
け
て
、
歐
公
嘗
臥
聽
「
藩
鎭
傳
序
」
曰
、「
使
筆
力
皆
如
此
、
亦
未
易
及
也
。」
歐
公
嘗
て
臥
し
て
「
藩
鎭
傳
序
」
を
聽
き
て
曰
く
、「
筆
力
皆
此
く
の
如
か
ら
し
む
れ
ば
、
亦
た
未
だ
及
び
易
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
と
い
う
記
事
を
引
く
（
出
典
は
『
曲
洧
旧
聞
』
巻
三
）。
陳
振
孫
は
こ
の
記
事
に
対
し
て
、「
然
其
『
序
』
全
用
杜
牧
『
罪
言
』、
實
無
宋
公
一
語
［
］。
然
則
歐
公
殆
不
滿
於
宋
、
名
銜
之
著
、
固
惡
夫
爭
32
名
。
抑
亦
以
自
表
異
耶
。」（
然
れ
ど
も
其
の
「
序
」
は
全
く
杜
牧
の
「
罪
言
」
を
用
ひ
、
實
は
宋
公
の
一
語
無
し
。
然
ら
ば
則
ち
歐
公
殆
ど
宋
に
不
滿
に
し
て
、
名
銜
の
著
さ
る
る
に
、
固
よ
り
夫
の
名
を
爭
ふ
を
惡
む
。
抑
亦
た
以
て
自
ら
異
を
表
せ
ん
と
す
る
そ
も
そ
も
か
。）
と
い
う
自
身
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
欧
陽
脩
は
宋
祁
の
文
章
に
対
し
て
不
満
に
思
う
所
が
あ
り
、
宋
祁
の
名
前
や
官
位
が
編
修
官
の
代
表
と
し
て
記
さ
れ
る
際
、
互
い
に
名
誉
を
争
う
こ
と
を
嫌
っ
て
、
本
紀
は
自
分
、
列
伝
は
宋
祁
と
そ
れ
ぞ
れ
分
け
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
文
章
が
宋
祁
の
も
の
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
方
も
ま
た
、
欧
陽
発
の
「
先
公
事
迹
」
に
見
え
る
先
輩
の
宋
祁
を
敬
う
欧
陽
脩
の
態
度
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
欧
陽
脩
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
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の
か
は
、
残
念
な
が
ら
彼
が
宋
祁
に
言
及
し
た
資
料
が
少
な
い
た
め
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
欧
陽
脩
が
「
藩
鎮
伝
序
」
の
書
き
ぶ
り
を
褒
め
た
と
い
う
記
事
と
の
繫
が
り
を
考
え
る
と
、
陳
振
孫
の
説
は
牽
強
附
会
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
宋
祁
の
書
い
た
列
伝
は
虯
戸
銑
谿
の
体
に
近
く
難
し
い
と
述
べ
た
後
、「
識
者
之
を
病
む
」
と
言
い
、
ま
た
前
に
引
い
た
『
佩
韋
斎
輯
聞
』
の
冒
頭
の
文
章
で
も
「
人
札
闥
を
以
て
之
を
誚
む
」
と
せ
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
陳
振
孫
の
時
代
に
は
そ
う
し
た
見
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
彼
の
や
や
強
引
な
捉
え
方
は
、
当
時
の
大
方
の
評
価
に
同
調
す
る
か
た
ち
で
出
て
き
た
も
の
と
考
え
る
。
六
宋
人
の
古
文
観
―
欧
陽
脩
の
平
易
と
宋
祁
の
奇
渋
以
上
の
よ
う
に
、
宋
祁
の
文
章
を
難
解
だ
と
す
る
評
価
で
は
、
奇
字
、『
尚
書
』、
虯
戸
銑
谿
の
体
（
札
闥
）
と
、
そ
の
要
因
と
し
て
様
々
な
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
虯
戸
銑
谿
の
体
は
、
宋
祁
の
文
学
観
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宋
祁
は
前
人
の
作
品
を
模
倣
す
る
と
い
う
や
り
方
か
ら
、
陳
腐
な
こ
と
ば
を
避
け
、
独
創
的
な
表
現
を
目
指
す
と
い
う
や
り
方
に
大
き
く
転
換
し
た
。彼
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
個
性
の
発
揮
と
い
う
自
己
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
あ
ま
り
に
極
端
な
変
化
で
あ
っ
た
た
め
、
時
に
行
き
過
ぎ
た
部
分
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
当
時
の
人
々
が
求
め
る
古
文
の
か
た
ち
か
ら
大
き
く
外
れ
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
様
々
な
批
判
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
中
に
は
事
実
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
資
料
が
現
れ
、
牽
強
な
見
方
が
な
さ
れ
る
ほ
ど
、
彼
の
古
文
に
対
す
る
反
撥
は
大
き
い
。
こ
こ
に
、
古
文
復
興
に
お
け
る
宋
祁
の
意
図
と
宋
人
の
評
価
の
ず
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
尚
書
』
に
関
し
て
は
、
若
い
頃
の
読
書
の
好
み
が
後
年
の
『
新
唐
書
』執
筆
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
宋
祁
の
古
文
に
対
す
る
反
撥
か
ら
、
両
者
が
関
連
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
奇
字
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
資
料
か
ら
、
彼
の
詩
文
中
に
難
読
の
字
が
い
く
ら
か
見
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
考
え
る
。
だ
が
同
時
に
、『
四
庫
提
要
』
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
宋
人
は
『
新
唐
書
』
の
難
解
な
文
章
へ
の
反
撥
か
ら
、
彼
の
作
品
を
い
さ
さ
か
厳
し
く
評
価
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
宋
人
は
古
文
は
ど
う
あ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
古
文
の
正
統
と
さ
れ
た
欧
陽
脩
の
文
章
と
の
対
比
で
あ
る
。前
節
で
見
た『
直
斎
書
録
解
題
』
や
『
錦
繡
万
花
谷
前
集
』
に
引
か
れ
る
記
事
の
よ
う
に
、欧
陽
脩
と
宋
祁
の
文
章
は
時
に
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
人
が
い
ず
れ
も
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
参
加
し
、
本
紀
と
列
伝
を
分
担
し
て
執
筆
し
た
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
の
文
体
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
認
識
の
違
い
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
朱
弁
（
一
〇
八
五
～
一
一
四
四
）
の
『
曲
洧
旧
聞
』
巻
九
に
次
の
よ
う
に
あ
る
［
］。33
舊
説
歐
陽
文
忠
公
雖
作
一
二
字
小
簡
、
亦
必
屬
稿
、
其
不
輕
易
如
此
。
然
今
集
中
所
見
、
乃
明
白
平
易
、
反
若
未
嘗
經
意
者
、
而
自
然
爾
雅
、
非
常
人
所
及
。
…
…
方
古
文
未
行
時
、
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雖
小
簡
亦
多
用
四
六
。
而
世
所
傳
宋
景
文
公
『
刀
筆
集
』、
雖
平
文
而
務
爲
奇
險
。至
或
作
三
字
韻
語
、近
世
蓋
未
之
見
。
舊
説
に
歐
陽
文
忠
公
一
二
字
の
小
簡
を
作
す
と
雖
も
、
亦
な
た
必
ず
稿
を
屬
り
、
其
の
輕
易
な
ら
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
し
つ
づ
と
。
然
れ
ど
も
今
集
中
に
見
る
所
、
乃
ち
明
白
平
易
に
し
て
、
反
つ
て
未
だ
嘗
て
意
を
經
ざ
る
者
の
若
く
し
て
、
自
然
ご
と
爾
雅
た
り
、
常
人
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
…
…
古
文
未
だ
行
は
れ
ざ
る
時
に
方
た
り
、小
簡
と
雖
も
亦
た
多
く
四
六
を
用
ふ
。
あ
而
る
に
世
に
傳
ふ
る
所
の
宋
景
文
公
の
『
刀
筆
集
』、
平
文
と
雖
も
務
め
て
奇
險
を
爲
す
。
或
い
は
三
字
の
韻
語
を
作
す
に
至
り
て
は
、
近
世
蓋
し
未
だ
之
を
見
ざ
ら
ん
。
欧
陽
脩
が
推
敲
を
こ
ら
し
た
文
章
は
「
明
白
平
易
」、「
自
然
爾
雅
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
宋
祁
は
「
平
文
（
散
文
）
と
雖
も
務
め
て
奇
險
を
爲
」
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
奇
険
な
例
の
一
つ
と
し
て
、
彼
の
『
刀
筆
集
』
載
録
の
作
品
に
「
三
字
の
韻
語
」
の
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
三
字
の
韻
語
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
か
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
前
の
文
で
四
六
文
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
句
の
字
数
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
記
事
に
は
続
け
て
、「
近
世
蓋
し
未
だ
之
を
見
ざ
ら
ん
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
彼
の
創
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
虯
戸
銑
谿
の
体
や
札
闥
同
様
、
独
創
的
な
表
現
を
目
指
す
と
い
う
文
学
観
に
通
じ
る
も
の
と
言
え
る
。
だ
が
そ
う
し
た
表
現
は
、宋
人
に
と
っ
て
理
解
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
虯
戸
銑
谿
の
体
、
札
闥
、
三
字
の
韻
語
は
、
い
ず
れ
も
既
定
の
枠
組
み
か
ら
敢
え
て
外
れ
た
こ
と
を
す
る
こ
と
で
、
高
い
表
現
効
果
を
狙
う
点
が
共
通
す
る
。
こ
と
ば
を
変
え
る
と
、
宋
祁
は
読
み
手
の
認
識
や
理
解
の
枠
を
超
え
た
表
現
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
欧
陽
脩
は
読
み
手
の
認
識
や
理
解
の
枠
内
で
良
い
文
章
を
書
こ
う
と
苦
心
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
奇
字
、『
尚
書
』
の
模
倣
に
関
し
て
も
、
た
と
え
そ
れ
が
古
い
文
献
に
基
づ
く
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
同
時
代
の
人
に
す
ん
な
り
と
受
け
止
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
奇
渋
な
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
点
で
、
読
み
手
の
認
識
の
枠
を
超
え
た
表
現
を
し
て
い
る
と
言
え
る
。宋
代
の
古
文
で
重
視
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
読
み
手
の
認
識
の
枠
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
外
れ
ず
に
文
を
書
く
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
宋
代
は
、
前
代
に
勢
力
を
誇
っ
た
貴
族
階
級
に
代
わ
り
、
新
興
地
主
層
が
社
会
の
中
心
と
な
り
、
経
学
、
史
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
も
の
を
今
一
度
自
分
た
ち
で
解
釈
し
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
っ
た
時
代
で
あ
る
。そ
れ
は
、
過
去
の
も
の
を
惰
性
的
に
受
け
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
認
識
し
、
理
解
し
得
る
こ
と
に
基
づ
き
つ
つ
行
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
自
分
た
ち
が
共
通
し
て
認
識
し
、
理
解
し
得
る
も
の
は
何
な
の
か
を
再
度
考
え
直
す
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
古
文
復
興
も
ま
た
、
そ
う
し
た
意
識
の
も
と
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
宋
人
が
重
視
す
る
古
文
の
平
易
と
は
、
つ
ま
り
同
時
代
の
士
大
夫
た
ち
に
共
有
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
、
認
識
や
理
解
の
枠
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
常
に
そ
う
し
た
認
識
や
理
解
の
枠
を
意
識
し
つ
つ
文
章
を
書
き
、
ま
た
他
者
に
も
そ
う
す
る
こ
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と
を
求
め
た
。
そ
の
た
め
、
宋
祁
の
よ
う
に
枠
か
ら
逸
脱
し
た
者
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
批
判
の
眼
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
示
し
た
例
か
ら
見
る
と
、
そ
う
し
た
要
求
は
と
り
わ
け
表
現
面
に
強
く
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。唯
一
、『
尚
書
』
の
模
倣
を
述
べ
た
記
事
が
『
新
唐
書
』
の
内
容
の
難
し
さ
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
『
尚
書
』
の
難
渋
な
書
き
方
を
ま
ね
し
た
の
に
伴
う
読
解
の
し
に
く
さ
を
言
っ
た
も
の
で
、
考
え
や
発
想
自
体
の
奇
抜
さ
を
指
摘
し
た
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
宋
祁
は
内
容
面
で
も
独
創
性
を
重
視
す
る
発
言
を
し
て
い
る
が
、
宋
人
の
評
価
に
は
そ
れ
に
対
す
る
非
難
の
言
辞
は
認
め
ら
れ
な
い
。
欧
陽
脩
を
は
じ
め
と
す
る
北
宋
中
期
以
前
の
古
文
家
た
ち
は
、
古
文
を
復
興
す
べ
く
、
政
治
家
、
文
人
と
し
て
様
々
な
努
力
を
重
ね
た
。
中
で
も
宋
祁
は
、
当
時
の
人
に
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
た
西
崑
派
に
繋
が
る
作
文
態
度
を
大
き
く
変
え
、
古
文
を
志
向
し
た
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
宋
祁
に
表
現
面
に
お
け
る
極
端
な
考
え
の
変
化
を
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
最
終
的
に
正
統
の
地
位
を
勝
ち
得
た
欧
陽
脩
の
古
文
の
平
易
か
ら
外
れ
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
、
よ
り
よ
い
文
章
を
書
こ
う
と
苦
心
し
た
宋
祁
の
努
力
は
、
か
え
っ
て
後
世
の
厳
し
い
評
価
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
宋
代
の
書
目
や
筆
記
な
ど
を
用
い
て
論
述
し
、
ま
た
宋
祁
自
身
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
彼
の
文
学
観
が
表
れ
た
も
の
だ
け
を
用
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
今
後
は
彼
の
他
の
作
品
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
再
度
そ
の
文
学
観
を
確
認
し
、
宋
人
の
彼
の
文
章
に
対
す
る
評
価
が
妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
宋
人
が
古
文
に
対
し
用
字
、
こ
と
ば
、
典
故
、
一
句
の
字
数
な
ど
で
、
自
分
た
ち
の
認
識
や
理
解
の
枠
に
収
ま
る
こ
と
を
強
い
、
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
を
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
作
者
が
表
現
面
に
お
い
て
一
定
の
制
限
を
加
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
駢
文
の
よ
う
に
平
仄
、
一
句
の
字
数
の
規
則
の
無
い
古
文
は
、一
見
す
る
と
自
由
な
文
章
形
式
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
実
際
は
か
よ
う
に
拘
束
性
が
強
く
、
個
性
を
出
し
に
く
い
一
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
文
人
た
ち
は
ど
こ
で
個
性
を
出
し
た
の
か
。
古
文
の
良
さ
と
は
一
体
何
な
の
か
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。
注
［
１
］
四
部
叢
刊
本
『
河
東
先
生
集
』
巻
一
［
２
］『
人
文
論
叢
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
九
年
［
３
］
以
下
、『
宋
景
文
公
筆
記
』
は
百
川
学
海
本
に
拠
る
。
［
４
］「
準
方
作
矩
」
は
前
句
と
の
対
で
考
え
れ
ば
「
準
矩
作
方
」
に
作
る
べ
き
か
。
［
５
］『
宋
史
』
宋
庠
伝
に
「
宋
庠
字
公
序
、
安
州
安
陸
人
、
後
徙
開
封
之
雍
丘
。」（
宋
庠
字
は
公
序
、
安
州
安
陸
の
人
、
後
開
封
の
雍
丘
に
徙
る
。）
と
あ
る
。
雍
丘
は
現
在
の
河
南
省
杞
県
。
［
６
］
例
え
ば
鄭
燾
氏
が
「
他
既
不
满
浮
浅
鄙
俚
的
五
代
文
弊
，
又
不
满
当
时
西
崑
体
“
近
俳
优
，
如
绣
屏
”
的
诗
风
」（
彼
は
浮
薄
で
俗
っ
ぽ
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い
五
代
の
文
章
の
他
、
当
時
の
西
崑
体
の
「
俳
優
に
近
く
、
繡
屏
の
如
き
」
詩
風
に
も
不
満
を
抱
い
て
い
た
）
と
述
べ
る
（『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
宋
代
巻
、
曾
棗
荘
主
編
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
九
月
第
一
版
、七
一
一
頁
）の
に
対
し
、祝
尚
書
氏
は「
就
是
夏
竦（
9
8
5-
1
05
1 ）、
王
珪
（
1
0
1
9
-
1
0
8
5 ），
前
人
虽
未
列
入
“
西
昆
派
”，
但
他
们
受
“
昆
体
”
影
响
很
大
。」（
夏
竦
、
王
珪
に
つ
い
て
は
、
前
人
は
「
西
崑
派
」
に
数
え
て
い
な
い
が
、彼
ら
が「
崑
体
」か
ら
受
け
た
影
響
は
大
き
い
。）
と
言
う
（「
論
後
期
『
西
崑
派
』」
一
、
関
于
後
期
「
西
崑
派
」（『
宋
代
文
学
探
討
集
』
所
収
、
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
第
一
版
、
四
頁
））。
［
７
］
唐
代
か
ら
北
宋
初
期
に
か
け
て
は
、
科
挙
の
受
験
者
が
自
ら
の
詩
文
を
有
力
者
に
献
呈
し
、
彼
ら
に
事
前
の
評
判
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
合
格
の
可
能
性
を
高
め
る
行
巻
と
い
う
事
前
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
受
験
者
の
名
前
を
糊
付
け
す
る
糊
名
法
と
答
案
を
写
し
取
る
謄
録
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
見
ら
れ
た
（
以
上
、
東
英
寿
『
欧
陽
脩
古
文
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
十
五
年
一
月
二
十
日
発
行
）
上
篇
行
巻
よ
り
見
た
北
宋
の
古
文
復
興
、
第
三
章
北
宋
初
期
の
古
文
復
興
の
展
開
―
行
巻
に
着
目
し
て
―
を
参
照
。）。
荒
木
敏
一
氏
に
よ
る
と
、
糊
名
法
は
中
央
の
礼
部
で
行
わ
れ
る
省
試
で
は
景
徳
四
年（
一
〇
〇
七
）
に
、
地
方
の
諸
州
で
行
わ
れ
る
解
試
で
は
明
道
二
年
（
一
〇
三
三
）
に
始
め
ら
れ
、
謄
録
法
は
省
試
で
は
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）
に
、
解
試
で
は
景
祐
四
年
（
一
〇
三
七
）
に
始
め
ら
れ
た
（『
宋
代
科
挙
制
度
研
究
』（
京
都
大
学
文
学
部
内
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
九
年
三
月
三
十
日
発
行
）
第
二
章
省
試
、
第
七
節
糊
名
法
及
び
謄
録
法
、
一
そ
の
成
立
）。
そ
の
た
め
宋
祁
ら
の
こ
の
事
前
運
動
は
、
解
試
に
お
い
て
の
み
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
次
に
引
く
『
青
箱
雑
記
』
巻
四
（
稗
海
本
）
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
宋
祁
ら
は
詩
に
よ
っ
て
夏
竦
と
交
際
し
、
夏
竦
も
詩
に
よ
っ
て
彼
ら
を
評
価
し
て
い
た
。
文
莊
守
安
州
、
宋
莒
公
兄
弟
尚
皆
布
衣
。
文
莊
亦
異
待
、
命
作
「
落
花
詩
」。
莒
公
一
聯
曰
、「
漢
皐
珮
冷
臨
江
失
、
金
谷
樓
危
到
地
香
。」
子
京
一
聯
曰
、「
将
飛
更
作
回
風
舞
、
已
落
猶
成
半
面
粧
。」
是
歳
詔
下
、
兄
弟
将
應
舉
、
文
莊
曰
、「
詠
落
花
而
不
言
落
、
大
宋
君
當
狀
元
及
第
、
又
風
骨
秀
重
、
異
日
作
宰
相
。
小
宋
君
非
所
及
、
然
亦
須
登
嚴
近
。」
後
皆
如
其
言
。
文
莊
安
州
に
守
た
り
し
と
き
、
宋
莒
公
兄
弟
尚
ほ
皆
布
衣
な
り
。
文
莊
亦
た
異
待
し
、
命
じ
て
「
落
花
詩
」
を
作
ら
し
む
。
莒
公
の
一
聯
に
曰
く
、「
漢
皐
珮
冷
た
く
し
て
江
に
臨
み
て
失
ひ
、
金
谷
樓
危
に
し
て
地
に
到
り
て
香
る
」
と
。
子
京
の
一
聯
に
曰
く
、「
将
に
飛
び
て
更
に
作
さ
ん
と
す
回
風
の
舞
を
、
な
已
に
落
ち
て
猶
ほ
成
す
半
面
の
粧
を
」
と
。
是
の
歳
詔
下
り
、
兄
弟
将
に
舉
に
應
ぜ
ん
と
し
、
文
莊
曰
く
、「
落
花
を
詠
じ
て
落
と
言
は
ざ
れ
ば
、
大
宋
君
當
に
狀
元
に
て
及
第
す
べ
く
、
又
た
風
骨
秀
重
な
れ
ば
、
異
日
宰
相
と
作
ら
ん
。
小
宋
君
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
須
く
嚴
近
に
登
る
べ
し
」
と
。
後
皆
其
の
言
の
如
し
。
［
８
］
こ
の
年
の
試
験
に
関
し
、『
六
一
詩
話
』
第
二
十
八
段
（
四
部
叢
刊
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
二
八
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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自
科
場
用
賦
取
人
、
進
士
不
復
留
意
於
詩
、
故
絶
無
可
稱
者
。
惟
天
聖
二
年
省
試
「
采
侯
詩
」、
宋
尚
書
祁最
擅
場
。
其
句
有
「
色
映
堋
雲
爛
、
聲
迎
羽
月
遲
」、
尤
為
京
師
傳
誦
、
當
時
舉
子
目
公
為
宋
采
侯
。
科
場
賦
を
用
ひ
て
人
を
取
り
て
自
り
、
進
士
復
た
意
を
詩
に
留
よ
め
ず
、
故
に
絶
え
て
稱
ふ
べ
き
者
無
し
。
惟
だ
天
聖
二
年
の
省
試
の
「
采
侯
詩
」
の
み
、
宋
尚
書
祁最
も
場
を
擅
に
す
。
其
の
句
に
「
色
は
堋
雲
の
爛
た
る
に
映
え
、
聲
は
羽
月
の
遲
き
を
迎
ふ
」
と
有
り
、
尤
も
京
師
に
傳
誦
せ
ら
れ
、
當
時
の
舉
子
公
を
目
し
て
宋
采
侯
と
為
す
。
こ
こ
で
は
、
宋
祁
は
賦
で
は
な
く
詩
に
よ
っ
て
称
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
宋
祁
の
及
第
の
席
次
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
宋
祁
が
第
一
位
で
あ
っ
た
の
を
、
章
献
太
后
が
弟
の
席
次
を
兄
よ
り
も
上
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
た
た
め
に
、
も
と
も
と
第
三
位
で
あ
っ
た
宋
庠
を
第
一
位
に
し
、
宋
祁
は
第
十
位
に
落
と
さ
れ
た
こ
と
が
、『
宋
史
』
の
彼
の
伝
に
見
え
る
。
［
９
］「
座
主
侍
郎
書
」（
佚
存
叢
書
本
『
宋
景
文
公
集
』
巻
一
二
〇
）。「
座
主
」
は
、
科
挙
合
格
者
が
採
点
に
当
た
っ
た
試
験
官
を
呼
ぶ
と
き
の
敬
称
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
天
聖
二
年
に
よ
る
と
、
劉
筠
は
こ
の
年
の
科
挙
終
了
後
の
四
月
辛
酉
（
四
日
）
に
礼
部
侍
郎
と
な
っ
て
い
る
。
［
］「
通
」、『
全
宋
文
』（
第
十
二
冊
、
曾
棗
荘
、
劉
琳
主
編
、
巴
蜀
書
10社、
拠
湖
北
先
正
遺
書
本
）
は
「
概
」
に
作
る
。
［
］「
文
」、『
全
宋
文
』
は
「
義
」
に
作
る
。
11
［
］「
爲
」、
原
文
は
「
謂
」
に
作
る
。
今
『
全
宋
文
』
に
拠
っ
て
改
め
12る。
［
］『
両
宋
文
学
史
』（
程
千
帆
、
呉
新
雷
著
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
13九九
一
年
二
月
第
一
版
）
第
一
章
宋
初
文
学
的
因
革
、
第
二
節
晩
唐
体
与
西
崑
体
、
西
崑
派
後
期
作
家
、
二
十
頁
［
］『
集
韻
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
五
月
、
拠
上
海
図
書
14館蔵
述
古
堂
影
宋
鈔
本
影
印
）
附
載
の
も
の
に
拠
る
。
［
］「
戩
」、
原
文
は
「
冲
」
に
作
る
。『
全
宋
文
』
は
曹
楝
亭
刻
本
に
拠
15って
改
め
る
。
今
こ
れ
に
従
う
。
［
］
顔
中
其
氏
に
よ
る
と
、
宋
祁
が
初
め
て
『
新
唐
書
』
の
編
修
を
命
16じら
れ
て
同
刊
修
と
な
っ
た
の
は
慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）、
四
十
八
歳
の
時
で
あ
り
、
本
格
的
に
執
筆
を
始
め
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
編
纂
に
参
与
し
て
い
た
『
慶
暦
編
勅
』
が
完
成
し
た
慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）、
五
十
歳
の
時
で
あ
る
（「『
新
唐
書
』
修
撰
考
」（『
史
学
史
資
料
』、
一
九
八
〇
）
二
、『
新
唐
書
』
的
修
撰
過
程
、
三
、
宋
祁
修
書
的
過
程
和
時
間
）。
［
］
前
掲
注
［
７
］
書
下
篇
欧
陽
脩
の
古
文
復
興
の
展
開
、
第
一
章
17慶
暦
の
改
革
と
古
文
の
復
興
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
以
下
同
様
。
18
［
］『
宋
景
文
公
筆
記
』
は
景
文
と
い
う
諡
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
19分か
る
よ
う
に
、
宋
祁
の
死
後
に
後
人
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
条
が
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
次
に
引
く
二
条
は
、
本
節
の
は
じ
め
に
引
い
た
条
の
内
容
と
の
関
係
か
ら
、
お
お
よ
そ
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
と
判
断
し
た
。
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［
］「
丏
」
は
あ
る
い
は
「
丐
」
の
誤
り
か
。
そ
の
場
合
、
こ
の
一
節
は
20こと
ば
を
前
代
の
作
に
求
め
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
［
］『
蘇
軾
詩
集
』
巻
一
六
（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
清
・
王
文
誥
21輯註
、
孔
凡
礼
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
二
月
第
一
版
、
八
四
一
頁
）
［
］『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
（
小
川
環
樹
、
山
本
和
義
著
、
筑
摩
書
房
、
22平
成
二
年
九
月
三
十
日
第
一
刷
発
行
）
の
注
を
参
照
（
巻
一
六
、
六
四
九
頁
）。
［
］
聚
珍
版
叢
書
本
『
宋
景
文
集
』
に
附
載
。
23
［
］
増
補
津
逮
秘
書
本
に
拠
る
。
24
［
］
知
不
足
斎
叢
書
本
に
拠
る
。
25
［
］
文
学
古
籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
年
十
一
月
、
用
明
天
啓
刊
本
重
印
。
26こ
の
他
、
朱
勝
非
『
紺
珠
集
』
巻
三
、葉
廷
珪
『
海
録
砕
事
』
巻
一
八
、
『
錦
繡
万
花
谷
前
集
』
巻
二
〇
、
祝
穆
『
古
今
事
文
類
聚
別
集
』
巻
五
も
『
朝
野
僉
載
』
を
出
典
と
し
て
こ
れ
を
載
せ
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
九
に
も
同
様
の
文
章
が
見
え
る
。
［
］
学
海
類
編
本
に
拠
る
。
27
［
］
新
興
書
局
、
中
華
民
国
五
十
八
年
（
一
九
六
九
）
十
二
月
新
一
版
、
28用
明
刻
本
［
］
現
在
の
『
新
唐
書
』
は
「
震
霆
不
及
塞
耳
」
に
作
る
。
29
［
］『
欧
陽
文
忠
公
集
』
附
録
巻
五
30
［
］
前
掲
注
［
］
論
文
四
、
欧
陽
修
的
修
書
過
程
及
其
与
宋
祁
的
関
31
16
係
を
参
照
。
た
だ
し
、
欧
陽
脩
『
新
唐
書
』
編
修
参
加
以
前
の
皇
祐
三
年
（
一
〇
五
一
）
頃
、
宋
祁
は
亳
州
（
現
在
の
安
徽
省
亳
州
市
一
帯
）、
欧
陽
脩
は
南
京
応
天
府
（
現
在
の
河
南
省
商
丘
市
一
帯
）
と
、
非
常
に
近
い
場
所
に
赴
任
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
時
そ
う
し
た
出
来
事
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
［
］
現
在
の
『
新
唐
書
』
で
は
、「
罪
言
」
の
全
文
は
杜
牧
伝
に
引
か
れ
32てい
る
。
［
］
知
不
足
斎
叢
書
本
に
拠
る
。
33
